
 

 

 

 

 

   

心地よい秋風が吹くようになった１１月、外出プログラムで「いすゞプラ

ザ」へ行きました。いすゞが作っている最新のバスやトラックが展示され、運

転席に座ることができたり、実際に触ったりすることができました。トラック

ができるまでの工程やいすゞの歴史の紹介、運転のシミュレーション体験が

できるようなコーナーもあり、展示物をじっくり見ているメンバーもいれば、

体験コーナーで積極的にチャレンジするメンバーもいました。 

 

 

 

一通り見学した後は、隣のカフェにて全員でお茶をしました。集合時間を決めておい

たところ、それぞれが時間を気にしながら見学していました。カフェでは、自分が頼んだ

飲み物を手渡された後、近くのスタンドで砂糖やミルクを入れることに慣れていないメ

ンバーに「こっちですよ」と声をかけたり、席に着いた後は、メンバー同士雑談をして盛

り上がったりしていました。 

 

【メンバーの感想】 

・いすゞ自動車に関する展示がされている「いすゞプラザ」へ見学に行きまし

た。トラックの荷台の内部が見られる展示が特に印象的でした。見学の後は、

側にあるカフェでジュースを飲みました。様々な展示を見ることができて楽

しかったです。（M）  

 

・工場見学という感覚でいたら、工場

の隣接地とは思えないおしゃれで高級感のある雰囲気に少し圧倒されまし

た。トラックやバスを間近で見て迫力と感動がありました。見るだけではな

く体験できるところもあり、より深く自動車やトラックの仕組み、ものづく

りの世界観を感じることができました。（S） 

 

 

 

 

 

 

CROSSOVERplus 
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自立訓練（生活訓練） 

Merry 

Christmas★ 

And 

Happy 

NewYear★ 
 

クロスオーバー大和 

※生活プログラム「指編みリース」でNAさん制作 

● 共通プログラム ● 

日時：12月20日（金） 

場所：クロスオーバーnext 

対象：:就労継続支援B型のメンバー 



 

 

 

 

 

2日 座間市基幹相談支援センターGSV打ち合わせ 

6日 大和市内相談支援事業所コンサルテーション 

7日 厚木市就労シンポジウム 

10日 大和市発達障がい勉強会 

18日 厚木市障害者相談支援センター連絡調整会議 

19日 綾瀬市事例検討グループスーパービジョン 

20日 座間市計画相談支援推進会議 

20日 海老名市相談支援事業所連絡会 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジネスマナーは、就職活動に向けた準備、就労するにあたり必要な

ことを学ぶ機会として行っています。4月から開始して半年経ち、以前

学んだ内容を思い出すために復習テストも取り入れています。今までの

配布資料を見ながら、「見る」「知る」「学ぶ」ことを各々で定着させ

ることを目的としています。 

 

【メンバーの感想】 

・まず初めに、復習テスト

として敬語の問題が出され

ました。多少自信の無いところもありましたが、資料を確認しながらで

も良いということもあって、おおむね答えることが出来たと思います。 

次の講座では、来客時における立ち居振る舞いなどについて教わりま

した。適切な相槌や身振り、話し相手の表情に合わせてこちらも話をす

るといったことは、少なくとも今現在の私にとってものすごく難しいこ

とのように感じられました。敬語やマナーは覚えなければならない事柄

が非常に多くなかなか大変ではありますが、これから先就労した際などにはきっと役に立つはずです。そのためにこ

のテストをちょうど良い機会と捉えて、復習をした方が良いのだろうなと思いました。（A） 

 

エコボール作業は、硬式野球ボールをリサイクルする作業で、初め

にボール磨きで汚れを落とす作業から取り組んでいます。次に傷ん

だ個所を見つけ、糸を解いたり、切ったりしながら整えます。傷んだ

個所がハッキリと分かるようになったら、一針一針縫い合わせて、再

び練習球として使えるように修繕します。作業工程は全部で、15工

程あり、マニュアルを見ながら一つ一つ確認しながら作業を進めて

います。 

【メンバーの感想】 

・針を革の裏からもぐらせて小さい穴から針を出す時に、正しい

位置に狙いをつけて1発で決めることができませんでした。特に

革が硬い時は、針を抜く時に悪戦苦闘しました。最後の仕上げで

も、2つ先の穴に針を通して抜く時に、針が抜きにくく、とても

大変でした。左右の順番を守ることを頭の中に入れて縫っていき

ました。2針縫うごとにスタッフが確認をしてくれたので、縫い

目がきれいで見栄え良く完成することができて安堵です。革がそ

れほど硬くない時は、針がスムーズに入りスムーズに抜けて気持

ち良かったです。針を革の裏からもぐらせて小さい穴から針を出

す作業は、1発で決めることができるようになりたいです。（Y） 

 

・糸の切れた所を確認し、その周辺の糸を除去するなど縫うまでの工程が大変でした。短い糸は取るのか、ボールの

中に入れるのか、糸の端から2㎝ってどこまでなのか、悩むことが多かったです。私は縫い針が長いなと思いました

が、これが適切なのかなとも思いました。この作業を少し理解できてきたので今後やってみたいです。（S） 

 

 
自主製品の納品にはいくつかの目的があります。同行するメンバーと歩くペースを合わせて、その間に必要なやり取

りをすること。納品先であいさつをしたり、先方の方と製品の確認をするためにやりとりをしたりすること。製品を手

に取ってもらいやすいようお客様に配慮して、きれいに陳列をすることなどがあげられます。 

秋になってから、数名のメンバーがこの作業に初挑戦をしています。同行するスタッフからの事前説明をもとに、経

験のあるメンバーのサポートを受けながら、緊張感をもって取り組みます。納品から帰ってくると、出発する時よりも

少し胸を張っていて、その姿から、新しい経験を積むことで自信を付けていく頼もしさが感じられます。 

 

【メンバーの感想】 

・初めて納品に参加させて頂きました。まずクロスオーバー大和を

出発して大和駅まで行き、切符を買って電車に乗り鶴間駅で降り、

歩いて保健福祉センターに向かいました。一階にある納品先のスプ

ンティーノに行き、リーダーの利用者さんに教えてもらいながら納

品をしました。大変貴重な体験をさせて頂きました。（Ｋ） 

 

 

・初めて麦の香りの納品に行きました。入り口から入ると、美味しそう

なパンの匂いでいっぱいで凄いと思いました。専用の棚に品物を並べた

り、店の方との数の確認をしたり貴重な経験をさせて頂きました。作る

人・売ってくれるお店の方がいて初めてお客さんに製品が届くという事

を感じ、一つの物に対して大勢の人が関わっている事を知り、改めて頑

張ろうと思いました。（K） 

 

 

・自分は納品の仕事は初めてでしたが、特に緊張も無くそれなりに期待して

いました。お店に入って自分でもはっきりした声で挨拶や仕事の内容につい

てテキパキと進んでやれました。反省点はお店の人が気を利かせて納品する

商品を手に取って数えてくれた事です。次は自分で数えて確認するようにし

ます。自己評価は普通にやれた事です。（T） 

● 今月の動き ● 

●利用者の動き 

・KMさんが11月から生活訓練に入所しました。 

・KSさんが12月から生活訓練に入所しました。 

 

●家族会・ご家族とスタッフの交流会 

 日時：12月14日（土）10：00～12：００ 

 場所：クロスオーバー大和 

 

●年末年始の休業お知らせ 

12月28日（土）～1月5日（日）まで閉所いたしま

す。通常の活動は1月6日（月）から始まります。 

クロスオーバーnext（就労B） 

発達障害者地域支援マネージャー 


